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倍率は低下して

1.5 倍位かな！ 

 

不動産鑑定士事務所 

















８ 

 

Ｈ１９分析との比較（水準） 

 福岡ブロック・・・・背住地水準微増、路商地水準下落により、倍率は縮小している。

継続地点も縮小しており、一般的傾向といえる可能性が高い。 

 

 その他ブロック・・・背住地水準よりも、路商地水準の下落が大きく、倍率は縮小し

ている。継続地点も縮小しており、一般的傾向といえる可能性が高い。 

 

Ｈ１９分析との比較（倍率） 

 いずれも倍率は縮小しているが、その他ブロックの縮小幅が大きい（背住地水準

は路商地水準に近づきつつある）。また継続地点の縮小幅は全地点よりも大きい

が、福岡ブロックは高い倍率を維持している。 

 
 四． む す び  

 

 繰返しになりますが、全体的に路商地水準は背住地水準の 1.50 倍程度であること、そして

H19 からの十年間で倍率は約 1.6 倍程度から縮小していることがわかりました。 

倍率変動はそれぞれのサンプルグループ毎の地価変動率の大小を反映していますが、

「異なった視点からの眺め」を「『裏地半値』の郊外での今日的姿」とともに、パラパラとめくっ

て楽しんで頂けたら幸いです。 

 

（調査担当 川内、藤井、宮木） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


